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Fujitsu 電子マネーサービス

ValueFront電子マネー

サーバ管理型電子マネーは、プラスチックカード型の商品券、自社独自の電子マネー、決済用プリペイドカードなど
さまざまな使い方のできる新しい電子マネーです。

ハウス型の「電子マネー」「ギフトカード」「デジタルギフト」を実現するクラウドサービス

ValueFront電子マネーとは

 お客様のご希望に応じて、入金額を自由にチャージできます

 カード自体に残高がなく、すべてサーバで管理します

 レジ、パソコン、携帯電話から、残高照会を確認できます

 ネットショップでもご利用いただけます

 IDで管理するため、個人情報を扱いません

 真贋判定が必要ないため、色々なデザインで展開が可能です

ValueFront電子マネーなら「ギフトカード」も「ハウス電子マネー」も実現できます

ギフトカードのメリット

• 新たなギフト需要の開拓

• 「お友達の輪」を利用した来店促進（新規顧客獲得）

• アップセル効果による売上増加

• 事務処理コストの削減（対紙商品券）

• デザイン性を活かしたブランディング

ハウス電子マネーのメリット

• 顧客の囲い込み、来店促進

• 事前入金による未来売上の確保

• プレミアム付与による繰り返しチャージ・利用促進

• キャッシュレス決済の実現、レジ待ち時間の短縮

• ついで買い効果による購買単価アップ

ValueFront電子マネーの展開イメージ

個人情報提示無しに
利用開始安心 プレミアム付与など

お得な機能が充実お得 レジでクイック精算
待ち時間の短縮簡単

カード一枚でお買い物手軽
10,100円チャージ
されました

10,000円チャージ
してください

電子マネーで
支払います
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Fujitsu 電子マネーサービス ValueFront電子マネー

富士通株式会社

ValueFront電子マネーの概要
「ValueFront電子マネー」は、カードの残高管理をリアルタイムで行うプロセッシングサービスです。クラウド型
サービスなので、開発コストを削減し、わずらわしい運用業務も必要ありません。また国内ギフトカードサービスの
パイオニアとして、他企業様とのビジネス連携による周辺サービスも提供いたします。

＊本サービスは、凸版印刷株式会社と共同で提供しています。

 ギフトカード購入
 電子マネーにチャージ
 ギフトカード・電子マネーで
ショッピング

小売業・サービス業様 ValueFront電子マネー

 残高照会
（パソコン/携帯電話）

 ネットショッピング

店舗

ネットショップ

本部

 カード発行
 カード利用
 残高照会

 ネット決済

 キャンペーン設定
 実績管理
 イレギュラー対応
 カード発注

富士通

凸版印刷

残高管理センター  残高管理
 キャンペーン管理
 運用機能
 ヘルプデスク

多様な販促施策の実現

カード製造工場

 カード製造発行

アライアンス

ビジネスソリューション
 ギフトカードモール
 ソーシャルギフト

専用IP-VPN網
クレジット
ネットワーク

入金・出金

ValueFront電子マネーの特長

特長 1 バリエーション豊富なボーナス機能
店舗限定/日付曜日限定/入金額毎など、
豊富なボーナスバリエーションを搭載
顧客を囲い込み、チャージを促進することで、
購買単価UPをもたらします

特長3 「高信頼性・安全なサービス」を提供
高速レスポンスによりスピーディな決済を
実現（センタ処理実測値：0.2秒）
国内最高クラスのIDCで運用
システム完全二重化、BCP対応済み

特長5 カード製造～残高管理までワンストップ提供
カード製造から残高管理サービスまで
ワンストップで提供
豊富な導入経験で導入プロジェクトをご支援
導入後もユーザ会など継続的なサポートを実施

特長2 充実した管理機能
管理画面からの一括入金など本部向けの
豊富な運用機能
資金決済法に対応したレポートの他、
豊富なレポーティング機能

特長4 様々なインフラとの接続に対応
POSシステムやECサイトなど、お客様の導入
形態に合わせたインターフェースを提供
国内で唯一、
クレジットネットワーク経由接続を実現

特長6 ビジネスを拡大する関連ソリューション
他社ギフトカードモールへの出展、あるいは、
自社でギフトカードモール運営も可能

クレジットカード会社ギフトカードの受け入れに
よる集客（＝売上拡大）

クレジットチャージサービスによる入金拡大
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